第22回いわきビジネスプランコンテスト　応募用紙記入に関する注意事項
ビジネスプラン部門

１．応募用紙について

　　　第22回いわきビジネスプランコンテストの応募には、この応募用紙を使用してください。第21回までの応募用紙や任意形式での応募は受け付けることができませんので注意してください。

　　　応募用紙は、下記のホームページからダウンロードすることができます。

　　　　　　　　https://www.ibpc.jp
２．記載方法について

　　　応募用紙の項目は、すべて記載してください。記載されていない項目がある場合、審査対象外になる場合があります。

３．応募用紙の改変と枚数について

　　　応募用紙の項目の枠は必要に応じて拡大することを許可します。枚数について、ビジネスプラン部門は7枚までとします。

４．添付資料について

　　　応募用紙以外の添付資料については一切受け付けません。応募内容は、規定の応募用紙にすべて記載してください。

５．写真や図表の扱いについて

　　　写真や図表については、必要に応じて応募用紙の該当する枠内へ貼り付けを行ってください。別添の写真や図表は受け付けません。

６．個人情報の取り扱いについて

　（１）応募用紙に記載いただいた個人情報については、本コンテストの運営に必要な連絡や案内と、コンテスト以降のフォローアップ以外の目的で使用することはありません。

　（２）個人情報の取り扱いについては、個人情報保護法及び関連する法令・規範を遵守し、個人情報保護に関する管理体制のもと、慎重に取り扱います。

　（３）応募内容にある特許権などの知的所有権は、応募者に帰属します。

　（４）受賞した場合、「応募者名」「ビジネスプラン名」「応募概要」をマスコミ、ホームページに公表します。

第22回いわきビジネスプランコンテスト

	事務局使用欄
	受付日

	受付番号


年　　月　　日提出
ビジネスプラン部門　応募用紙
1． 応募者

	（フリガナ）

応募者名

法人等は代表者名を記入
	
	応募区別

	
	
	□法人　□団体　□個人

	生年月日
	昭和・平成　　　　　　年　　月　　日　（満　　　歳）

	（フリガナ）

法人名または団体名

個人の場合は記入不要
	

	住所
	〒

TEL：（　　　　）　　　－　　　　　FAX:（　　　　）　　　－

	HPアドレス
	

	連絡先担当者

法人等で連絡先が応募者（代表者）と異なる場合に記入
	氏名：
役職

TEL：（　　　　）　　　－　　　　　FAX:（　　　　）　　　－

	電子メール
	

	応募部門
	□にレ印を入れてください　

　□　U・I・Jターン部門　　　　□　アフターコロナ部門
　□　フリー部門


· 法人の場合
	業種
	

	事業内容
	

	設立
	　　　　　　年　　　月

	資本金
	　　　　　　　　　　円

	従業員数
	　　　　　　　　　　人

	年商（既存の事業がある場合）
	　　　　　　　　　　円


· 団体の場合
	設立
	　　　　　　年　　　月

	会員数
	　　　　　　　　　　人

	これまでの活動
	　　　　　　



· 個人の場合
	これまでの活動・職歴
	

	資格、経験など
	

	移住の動機など

（U・I・Jターン

部門の方のみ）
	何故、いわきに移住しようと考えたか。また、その時期（予定）は？




2． ビジネスプランの内容

	1 ビジネスプランの名称（30文字程度で、具体的に記載してください。）

2 ビジネスプランの概要（100～200文字程度で分かりやすく記載してください。）

3 事業の目的（なぜこの事業を行おうと考えたか、また、この事業を思いついた背景を記載してください。）
4 事業の内容（事業の内容について図などを用いてできるだけ分かりやすく記載してください。）
5 事業の特徴（製品、技術、サービスの独自性、新規性などを記載してください。）
6 事業の優位性（既存の類似する事業や競合相手となりそうなものを列挙し、それらに対する優位性とその根拠について記載してください。）

7 事業の課題・リスクと解決の手段・方法について記載してください。




3． 市場の内容
	1 ターゲット顧客（想定される販売先や顧客について記載してください。）

2 市場規模と市場の成長性・将来性について記載してください。

3 PR方法と販売方法（顧客への周知方法と具体的な販売方法について記載してください。）




4． 資金計画
	必要な資金

	金額

	調達資金
	金額


	設備資金

　店舗、工場、機械、備品、車輌など

	万円
	自己資金

	万円

	運転資金

　商品仕入、経費支払など仕入から代金回収までに必要な資金

	万円
	借入資金

	万円

	合計

		合計

	

	※　必要な資金の合計と調達資金の合計が同額となるようにしてください。
借入金の調達方法について記載してください。

５．利益計画
年次
1年目
2年目
3年目
A　売上高
B　売上原価（仕入れなど）
C　粗利益（A-B）
経費

人件費

広告宣伝費

研究開発費

その他経費

D　経費合計
E　営業利益（C-D）
F　営業外損益（支払利息など）
G　経常利益（E+F）
1年目の売上高に関する算定根拠を記載してください。

６．事業化計画（事業化のスケジュールを記載してください。）
年次

時期

実施内容

1年目

2年目

3年目

７．事業化の実施体制

事業のスタート段階における内部の体制（社員など）と外部の協力体制（仕入先やパートナーなど）を記載してください。
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